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株式会社電通国際情報サービス

2013年３月期 第１四半期
（2012年４月１日～2012年６月30日）

決算補足資料

(1)2013年3月期 第1四半期連結業績

【売上】 金融、ﾋﾞｼﾞﾈｽ系、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝITｾｸﾞﾒﾝﾄの拡大により増収。なお、非連結子会社であった
ISIDﾌｪｱﾈｽ（金融情報ｻｰﾋﾞｽの提供事業）を当期から連結の対象に加えた。

【利益】 増収効果を主要因に売上総利益が増加。前期に発生した不採算案件は1Qで収束。
販管費はR&D拡大等により増加したものの、営業損益/経常損益ともに前年同期比改善。
四半期純損益は、特別利益がなくなったことと特別損失の計上により若干の減益。

（百万円）

2013年３月期
第１四半期

前年同期との比較

前年同期 増減額 増減率

売上高 14,084 12,866 ＋1,218 ＋9.5%

売上総利益 4,157 3,816 ＋341 ＋8.9%

売上総利益率 29.5% 29.7% ▲0.2pts －

販売費及び一般管理費 4,482 4,364 ＋118 ＋2.7%

営業損益 ▲325 ▲548 ＋223 －

営業外収益 96 120 ▲24 ▲20.0%

営業外費用 31 36 ▲5 ▲13.9%

経常損益 ▲261 ▲464 ＋203 －

特別利益 － 105 ▲105 －

特別損失 79 － ＋79 －

四半期純損益 ▲219 ▲158 ▲61 －
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(2)連結営業利益の増減要因

2012年３月期
第１四半期
営業利益

2013年３月期
第１四半期
営業利益

販管費の増加

・増収効果（＋3.6億円）

(単位：百万円)

＋223

▲118

＋341

売上総利益の増益

売上総利益の
増益要因
（＋341）

販管費の
増加要因
（＋118）

・研究開発費の増加（＋1.1億円）

▲325▲548
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(3)事業セグメント別 連結売上高
（百万円）

事業セグメント
2013年３月期
第１四半期

前年同期との比較

前年同期 増減額 増減率

金融ソリューション 4,304 4,131 ＋173 ＋4.2%

エンタープライズソリューション・
ビジネス系

2,845 2,628 ＋217 ＋8.3%

エンタープライズソリューション・
エンジニアリング系

3,804 4,070 ▲266 ▲6.5%

コミュニケーションIT 3,129 2,035 ＋1,094 ＋53.8%

合計 14,084 12,866 ＋1,218 ＋9.5%

【金融】 ISID上海の増収、およびISIDﾌｪｱﾈｽの連結子会社化効果
【ﾋﾞｼﾞﾈｽ系】 人事管理「POSITIVE」、基幹ｼｽﾃﾑ分野のｿﾌﾄｳｪｱ商品が堅調
【ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ系】 ｺﾝｻﾙが自動車業向け等に好調も、大型案件終了によりCAD/PLM販売が減少
【ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT】 電通の基幹ｼｽﾃﾑ関連の構築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが複数ｽﾀｰﾄ

電通ｸﾞﾙｰﾌﾟとの協業も順調に拡大
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(4)サービス品目別 連結売上高
（百万円）

2013年３月期
第１四半期

前年同期比

前年同期 増減額 増減率

コンサルティングサービス 361 263 ＋98 ＋37.3%

受託システム開発 4,204 3,726 ＋478 ＋12.8%

ソフトウェア製品 1,710 1,559 ＋151 ＋9.7%

ソフトウェア商品 4,743 4,694 ＋49 ＋1.0%

アウトソーシング・運用保守サービス 1,402 1,126 ＋276 ＋24.5%

情報機器販売・その他 1,661 1,496 ＋165 ＋11.0%

合計 14,084 12,866 ＋1,218 ＋9.5%

【コンサルティング】 製品開発ﾌﾟﾛｾｽを対象としたｺﾝｻﾙが自動車業界等向けに拡大
【受託システム開発】 電通向けを中心に拡大
【ソフトウェア製品】 人事管理「POSITIVE」、構想設計ｿﾘｭｰｼｮﾝ「iQUAVIS」が堅調
【ソフトウェア商品】 製造業向け設計支援ｿﾌﾄ（CAD/PLM等）減少も、基幹ｼｽﾃﾑ分野および

ｾｰﾙｽﾌｫｰｽ関連が拡大
【ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運用保守】 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けの拡大ならびにISIDﾌｪｱﾈｽの連結子会社化効果
【情報機器販売・その他】 金融業、製造業、電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けが拡大
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(5)連結貸借対照表
（百万円）

2013年３月期
第１四半期末

2012年３月期末
（2012/3/31）

増減 主な増減要因（対前連結会計年度末)

流動資産 33,922 33,716 ＋206 仕掛品の増加

固定資産 18,217 18,579 ▲362 投資有価証券の減少

資産合計 52,139 52,295 ▲156

流動負債 15,720 15,001 ＋719 前受金の増加

固定負債 2,884 3,012 ▲128 繰延税金負債の減少

負債合計 18,604 18,013 ＋591

純資産合計 33,535 34,281 ▲746
その他有価証券評価差額金の減少
四半期純損失の計上及び剰余金の配当による利益
剰余金の減少

負債純資産合計 52,139 52,295 ▲156
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(6)受注・受注残

サービス品目別
受注高 受注残高

2013年３月期
第１四半期

前年同期比
2013年３月期

第１四半期
前年同期比

受託システム開発 7,237 ＋13.4% 6,496 ＋33.4%

ソフトウェア製品アドオン開発 793 ＋6.2% 1,231 ＋23.3%

ソフトウェア商品アドオン開発 2,073 ＋24.5% 1,752 ＋84.4%

合計 10,104 ＋14.9% 9,481 ＋39.1%

（百万円）

事業セグメント別
受注高 受注残高

2013年３月期
第１四半期

前年同期比
2013年３月期

第１四半期
前年同期比

金融ソリューション 3,707 ▲20.1% 3,504 ▲3.8%

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ系 1,541 ▲19.2% 2,004 ＋12.5%

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ系 894 ＋11.8% 802 ＋80.2%

コミュニケーションIT 3,960 ＋173.7% 3,169 ＋235.3%

合計 10,104 ＋14.9% 9,481 ＋39.1%

受注・受注残は、当社のｻｰﾋﾞｽ品目のうち、受託ｼｽﾃﾑ開発、ｿﾌﾄｳｪｱ製品/商品のｱﾄﾞｵﾝ開発のみが対象です。ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、
ｿﾌﾄｳｪｱ製品・商品のﾗｲｾﾝｽ、ﾗｲｾﾝｽ保守、ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運用保守ｻｰﾋﾞｽ、情報機器等は含まれておりません。
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業績予想
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注） この資料に記載しております業績の予想数値は、業界の動向、顧客の状況、
その他現時点で入手可能な情報による判断及び仮定により算出した見通し
であり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、予想
に内在する不確定要因や内外の状況変化等により、実際の業績は当該予想
とは異なる場合がありますのでご承知おきください。



◆2013年3月期 連結業績予想

 2012年5月11日に発表した業績予想から修正はありません。

（百万円） （百万円）

2013年
3月期
上期

前期との比較 2013年
3月期
通期

前期との比較

前期実績 増減額 増減率 前期実績 増減額 増減率

売上高 31,600 30,638 ＋962 ＋3.1% 67,700 63,869 ＋3,831 ＋6.0%

営業利益 510 892 ▲382 ▲42.8% 3,380 2,349 ＋1,031 ＋43.9%

営業利益率 1.6％ 2.9％ ▲1.3p － 5.0％ 3.7％ ＋1.3p －

経常利益 530 1,017 ▲487 ▲47.9% 3,450 2,496 ＋954 ＋38.2%

当期純利益 270 716 ▲446 ▲62.3% 2,100 1,516 ＋584 ＋38.5%
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◆事業セグメント別 連結売上高予想

 2012年5月11日に発表した業績予想から修正はありません。

（百万円） （百万円）

2013年
3月期
上期

前期との比較 2013年
3月期
通期

前期との比較

前期実績 増減額 増減率 前期実績 増減額 増減率

金融ソリューション 8,652 8,801 ▲149 ▲1.7% 19,035 17,722 ＋1,313 ＋7.4%

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ・
ビジネス系

6,713 6,679 ＋34 ＋0.5% 14,597 14,063 ＋534 ＋3.8%

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ・
エンジニアリング系

9,331 9,473 ▲142 ▲1.5% 19,852 19,572 ＋280 ＋1.4%

コミュニケーションＩＴ 6,902 5,684 ＋1,218 ＋21.4% 14,214 12,511 ＋1,703 ＋13.6%

合計 31,600 30,638 ＋962 ＋3.1% 67,700 63,869 ＋3,831 ＋6.0%
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◆サービス品目別 連結売上高予想

 2012年5月11日に発表した業績予想から修正はありません。

（百万円） （百万円）

2013年
3月期
上期

前期との比較 2013年
3月期
通期

前期との比較

前期実績 増減額 増減率 前期実績 増減額 増減率

コンサルティング 1,067 1,035 ＋32 ＋3.1% 2,580 2,711 ▲131 ▲4.8%

受託システム開発 9,967 9,168 ＋799 ＋8.7% 22,189 18,858 ＋3,331 ＋17.7%

ソフトウェア製品 3,939 3,807 ＋132 ＋3.5% 9,136 7,965 ＋1,171 ＋14.7%

ソフトウェア商品 10,821 10,628 ＋193 ＋1.8% 22,382 22,002 ＋380 ＋1.7%

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運用保守 2,830 2,752 ＋78 ＋2.8% 5,862 5,570 ＋292 ＋5.2%

情報機器販売・その他 2,974 3,245 ▲271 ▲8.4% 5,549 6,760 ▲1,211 ▲17.9%

合計 31,600 30,638 ＋962 ＋3.1% 67,700 63,869 ＋3,831 ＋6.0%
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主要プレスリリース ＜2012年4月～7月＞
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金融ソリューションセグメント
6/11 佐賀銀行のネット投信に電通グループのトータルサービスを提供
6/11 金融機関向け投信ネット販売支援サービスを拡充
6/22 地域金融機関などと「中小企業の経営実態把握手法の構築」を目的とした共同研究会を開催、報告書を公表
6/29 常陽銀行のコールセンターシステムを刷新
6/29 宮崎太陽銀行の営業支援システムを構築

エンタープライズソリューション・ビジネス系セグメント
4/2 タレントマネジメントシステムのサクセスファクターズと提携
5/9 連結会計クラウド「STRAVIS on CLOUDiS」をアマゾン ウェブ サービス上で提供

6/13 連結会計ソリューション「STRAVIS」の管理連結機能を強化
7/26 統合人事パッケージ「POSITIVE」「STAFFBRAIN」の就業管理機能を強化

エンタープライズソリューション・エンジニアリング系セグメント
6/19 JTフォーマットに完全準拠した3Dビューワー「R-3D」を提供開始
7/10 製造業向けクラウドPLMサービス「PLEXUS」のメニュー拡充

コミュニケーションＩＴセグメント
5/8 ISIDと電通、マーケティング・プラットフォームサービス「iPLAss」の提供を開始

クラウド・オープンイノベーション研究所･他
4/6 ソーシャルおしゃれアプリ「Happy Closet」の提供を開始

4/16 モスフードサービスの社内コミュニティサイトにSNS「Spigit」を提供
4/19 東京国立博物館、ISID、クウジット ITでより豊かな鑑賞体験の創出を目指す 「トーハクなび共同研究プロジェクト」を発足
4/20 生活者参加型の課題解決プログラム「D-hints（ディーヒンツ）」を開発
7/2 東京大学とISID が共同で「世界価値観調査2010」日本データをiPad 分析アプリにて無償公開
7/4 スマホで香りを伝える実験イベントを開催


